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執筆者紹介（五十音順）
礒野さとみ（いその さとみ）准教授博士（学術）『ブックレット 近代文化研究叢書 6理想と現実の間に 生活改善
同盟会の活動』昭和女子大学近代文化研究所，2010年／「福島県が昭和6年に刊行した『生活改善指針』について」
学苑815，2008年／「昭和初期の台所改善と生活改善同盟会」学苑778，2005年／「昭和3年に開催された福岡県主
催の生活改善展覧会について住宅関係の展示を中心に」学苑755，2003年
齋藤 彰（さいとう あきら）教授博士（文学）『日本古典への誘い100選Ⅱ』（共著）東京書籍，2007年／『草庵
集兼好法師集浄弁集慶運集』（和歌文学大系65 共著）明治書院，2004年／『徒然草の研究』風間書房，1998
年／『大歳時記第二巻』（共著）集英社，1989年／『諷増抄』（加藤磐齋古注釈集成7解説）新典社，1985年
平井 聖（ひらい きよし）特任教授工学博士 「幕末明治初期の江戸から東京への移行期における江戸の大工に関
する史料から」学苑863，2012年／「八戸市およびその隣接地域に建てられた消防屯所の建築」学苑851，2011年／
『ブックレット 近代文化研究叢書7泥絵 近世絵画の中のもう一つの近代』昭和女子大学近代文化研究所，2011年
／「文化3年（1806）『諸士屋敷地并建家図面書上』による盛岡における藩士屋敷主屋の方位別外壁面開口率からみ
た近世都市住居の特性について近代都市住宅の近代性を明らかにする目的でみた近世都市住宅主屋外壁面の方位
別開口率」学苑839，2010年／『ブックレット 近代文化研究叢書 5「猫の家」その前と後『吾輩は猫である』を
住生活史からみると』昭和女子大学近代文化研究所，2008年
平野 晶子（ひらの あきこ）准教授 「女性雑誌という舞台芥川龍之介「白」と「女性改造」」学苑863，2012年／
「芥川龍之介『蜘蛛の糸』教材研究についてⅠ古田足日『「くもの糸」は名作か』の投げかけたもの」学苑776，
2005年／「芥川龍之介 夏目漱石宛書簡（昭和女子大学図書館蔵）について『芋粥』『猿』の評価をめぐって」学
苑760，2004年／『近代文学研究叢書 第76巻』（共著）昭和女子大学近代文化研究所，2001年／「資料紹介芥川
龍之介和哲郎「車中聯吟」について」学苑707，1999年
松田 忍（まつだ しのぶ）講師博士（文学）『系統農会と近代日本：一九〇〇～一九四三年』勁草書房，2012年
／『新生活運動と日本の戦後：敗戦から1970年代』（共著）日本経済評論社，2012年／「「生活」の時代，その源流
（小特集 大正一〇〇年 （上））」日本歴史769，2012年／「二二六事件と農政運動の組織化―帝国農会の変容と関
西府県農会聯合大日本農道会」史学雑誌119（7），2010年／「「農家経営改善事業」推進派の成立一九二〇年代農
政における「経営」問題の浮上の視点から」日本歴史719，2008年
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昭和52年3月24日，足柄上郡に竣工した「東明学林」の滝が落ちる池の近くの歩道脇に二宮金次
郎像がある。二宮尊徳の幼少期の勤倹力行の精神を表したもので，金次郎の弟子である富田高慶述
『報徳記』（明治14年初刊）（岩波文庫青45－11933年7月第1刷 1991年10月第13刷）の「の	
に
も大學の書を懷にして中歩みながら之を誦し少しも怠ず。」（第13刷，18頁）による幸田露伴の「二宮
尊徳翁」（明治24年（1891））の挿絵（小林永興画）が原拠とされる。最初の像は，岡崎雪聲（1854－1921）
が明治43年（1910）に東京彫工会に出品した像である。
二宮尊徳（1787－1856）は，天明7年7月23日，相模国足柄上郡栢山村生。安政3年10月20日
去，70歳。栃木県日光市（旧今市市）の報徳二宮神社の背後に墓がある。通称金次郎，諱は尊徳「た
かのり」。寛政12年（1800），14歳のとき，父利右衛門は病死し，2年後に母よしが亡くなり，伯父
万兵衛に預けられた金次郎は，勤倹力行して読書算術を学んだ。20歳で生家を再興し，26歳で小
地主になる。寛政3年（1791）8月関東一帯を襲った大暴風雨で酒匂川の堤防が決壊したが，尊徳が
嘉永年間（1848－1853）には酒匂川の復興を完成させた（『国史大辞典』第11巻）。
東明学林の二宮金次郎像は左手に書物を持つ。そこには「一家仁一國/興仁一家讓/一国興讓一」
人貪一国/作乱其機如/此」と刻まれている。『大学』の「一家仁，一國興仁，一家讓，一國興讓，
一人貪，一國作亂 其機如此。」（一家仁なれば，一國仁に興り，一家讓なれば，一國讓に興り，一人貪
なれば，一國亂を作す。その機かくの如し。）（第五段第一節）の一節である（『大学 中庸』（新釈漢文大系第2巻）
明治書院 昭和 42年 5月旧初版 昭和 60年 2月 20日 26版 75頁）。
「貪」（たんれい）は，自分だけの利益をむさぼる意である。「讓」に
反する語である。国を治める徳の基本は，家を斉えることであると説
く。両親を失い，兄弟を養って生家を再興した金次郎にふさわしい書
である。「懷にして」と『報徳記』にあるので，『四書 片仮名附 學
庸』（15.3cm×11cm）などの小本と思われる。政治を論ずる『大学』，
倫理を論ずる『中庸』ともに初学の必読書であった。
今回も各専門の多彩な論考を寄稿くださった近代文化研究所員の方々
に感謝申し上げる。
（近代文化研究所長 齋藤 彰）
